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表紙写真説明 

 上段左：燕市ＰＲ活動（プレゼンテーション） 

 上段右：消防署での集合写真 

下段左：キャンプアノキジでの集合写真 

 下段右：ロングフェロー小学校で市長、市長国際委員会メンバーと 
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はじめに 
 

  燕市長 鈴木 力  

 
 これまで、姉妹都市こども交流事業として、アメリカ合衆国ミシガン州ダン

ディ村へ本市から中学生を使節団として派遣していましたが、残念ながらダン

ディ村より子ども交流事業打ち切りの申し出がありました。また、新型コロナ

ウイルスの影響により、Jack & Betty プロジェクトの海外派遣事業も令和２年度から休止していまし

た。そんな中、アメリカ合衆国ウィスコンシン州のシェボイガン市との姉妹都市交流が 13 年ぶりに復

活するという嬉しい出来事がありました。 

そこで、Jack & Bettyプロジェクトの海外派遣事業と姉妹都市交流を合わせた形で、スピーチコンテ

ストの出場者から選ばれた4名の親善大使をシェボイガン市に派遣しました。シェボイガン市では、姉

妹都市交流の再開と将来のパートナーシップを記念する植樹式に参加しました。また、市議会という重

要な場において、親善大使として多くの市議や関係者、市民の前で堂々と英語で自分の考えを発表しま

した。その後のオンライン会議では、市長や市長国際委員会の皆様と姉妹都市提携３０周年に向けて有

意義な意見交換を行いました。派遣の目的である「燕市のPR活動」においても、産業や文化、伝統技術

などを紹介し、相互交流を深めることができました。 

今回の海外派遣事業は、燕市の関係者の皆様の多大なるご支援とご理解、さらには派遣先での市長国

際委員会やホストファミリーの温かい受け入れがあってこそ実現しました。本事業にご協力いただいた

事業者、企業、市民の皆様に心より感謝申し上げます。 

今後も、燕市の未来を担い、国際社会で活躍できる人材の育成に努めてまいります。また、国際交流

事業を通じて市民の皆様の国際理解が一層深まるとともに、燕市の魅力を世界に発信していけるよう、

さらなる充実を図ってまいります。引き続きご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
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ごあいさつ 
 

 燕市教育長  小林 靖直 

 

 燕市教育委員会では、「燕の未来を担い、国際社会で活躍する人材の育成」を目

指し、親善大使の海外派遣事業を実施してまいりました。この度、Jack & Betty

プロジェクトとして５年ぶりに親善大使を海外に派遣することができました。行き先は姉妹都市である

アメリカ合衆国ウィスコンシン州のシェボイガン市です。新型コロナウイルスの影響で一時中断してい

た国際交流事業が再開したことに、安堵と喜びを感じております。 

今回の派遣では、中学生１名、高校生３名、引率者３名の計７名が参加しました。派遣前には、燕市

を英語で PR するための準備を入念に行い、現地ではシェボイガン市の市長や市長国際委員会、そして

ホストファミリーの前で立派にプレゼンテーションを披露することができました。また、初めての一人

でのホームステイでは、英語による日常生活や文化体験を通じて、英語学習の意義やコミュニケーショ

ンの大切さを実感したことでしょう。温かく迎え入れてくださり、貴重な体験を提供してくださったホ

ストファミリーの皆様に対し、感謝の気持ちを持ち続けていただければと思います。 

帰国後の報告会では、皆さんが一回りも二回りも成長した姿を見ることができ、大変頼もしく感じま

した。今回の経験を通じて、親善大使の皆さんが将来、シェボイガン市と燕市をより強く結ぶ推進役と

なってくれることを確信しております。 

今後も、親善大使の皆さんには高い目標を持ち続け、この経験を多くの人々に伝えながら、学校や地

域、そして様々な場面でリーダーとして活躍していただけることを期待しています。 

最後になりますが、今回の姉妹都市派遣事業にご協力いただいた事業者の皆様、保護者の皆様、そし

て地域の皆様に心より感謝申し上げます。今後もこのような事業をさらに充実させ、燕市の子どもたち

の人材育成に尽力してまいりますので、皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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令和６年度 燕市海外派遣事業・姉妹都市交流事業日程 

月 日 日       程 

７月 31日（水） 06:24  燕三条駅出発 

09:03  羽田空港到着 第3ターミナルチェックイン 

11:30  羽田空港出発  JL-010便 

09:20  シカゴオヘア空港到着 

13:20 シェボイガン市到着、ホストファミリーと対面 

 

 

 

 

（ホームステイ） 

８月 １日（木） 午前 市長国際委員会の方と朝食兼昼食 

 Peace 公園で植樹式 

午後 市役所訪問、消防署見学 

（ホームステイ） 

８月２日（金） 午前 コーラー・アートセンター見学 

午後 会社見学 (Acuity) 

   中学校見学 (Horace Mann Middle School) 

   小学校見学 (Longfellow Elementary School) 

（ホームステイ） 

８月３日（土） 終日 デイキャンプ (Camp Anokijig)  

   アーチェリー、射的、パターゴルフ等 

（ホームステイ） 

８月４日（日） 午前 ホストファミリーと過ごす 

午後 歓迎／感謝の会（PRプレゼンテーション、つばめっ子かるた） 

（ホームステイ） 

８月５日（月） 午前  図書館ツアー (Mead Public Library) 

昼  Uptown Social （高齢者活動施設）見学、ランチ 

午後  高校見学 (South High School) 

夕方  フードトラックナイト（キッチンカー、屋台） 

18:00 市議会見学 

19:00 オンラインミーティング 

（日本時間8/6（火）午前 9:00） 

（ホームステイ） 

８月６日（火） 6:00 市役所集合、お別れの挨拶、シカゴに向けて出発 

終日 シカゴ市内観光 

（シカゴ市内ホテ

ル泊） 

８月７日（水） 朝 ホテル出発 

09:00 シカゴオヘア空港到着 

12:25 シカゴオヘア空港出発 

（機内泊） 

８月８日（木） 15:20  羽田空港到着 

18:12  東京駅出発 

19:55  燕三条駅到着。到着後解散。 
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親善大使活動報告 
 

１ ＰＲ活動の内容 
（１）プレゼンテーション 

    ① 燕市の自然・地理・交通・農業   ② 燕市の学校教育 

    ③ 燕市の金属加工業         ④ 燕市の観光・名所 

 

（２）文化紹介 

    ・つばめっ子かるた（英語版）   
 

（３）表敬訪問 

    ・シェボイガン市役所 

 

 

 

 

 

 

２ 場所・対象者・期日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

No. 場所（対象者） 期日 

(1) 
ハーバーセンターマリーナ（市長、市議会議員、市長国際委員会、

ホストファミリー） 
８月４日（日） 

燕市PRプレゼンテーションの様子 

姉妹都市であることを示す看板 

 

シェボイガン市長室にて 
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優しさに満ちた思い出 

新潟県立燕中等教育学校 4年 大橋 歩夏 
 

 私は海外に行くことが初めてだったので、とても不安でした。アメリカに行く前は、事前に空港に何を持って

いけばいいか、知らない文化について自分なりに調べ、現地でスムーズに行くように準備していました。 

最初の日から、ホストファミリーはずっと私に温かく接してくれました。私にわかるようにゆっくり話してくれた

り、私の拙い英語を理解しようとしてくれたりしました。燕市のことを、協力してくれた方々に PR することも良い

経験になりました。何度も練習した原稿をたくさんの人の前で発表するのは緊張しました。しかし、練習の成果

を生かして、すらすらと発表できたのでよかったです。その後、つばめっ子かるたをしました。他にも日本のお

菓子を食べたり、食べたことのない料理を食べたりして、自分の知らなかった世界を知ることができました。 

最後の日は、とても慌ただしかったです。手紙を書いたり、日本に帰る準備をしたりしました。ゆっくり別れを

する時間はありませんでした。しかし、「またいつでも来てね」「シェボイガン市にあるレイクランド大学のことも

調べてみてね」と言われて、将来を考える良いきっかけになりました。親善大使として過ごした９日間は、とても

充実していて、帰りたくないと思わせてくれました。今回の海外派遣でたくさんの人とのコミュニケーションや絆

を大切にしようと思えました。 

私は、将来、留学したいと考えています。その時には、今回の経験を生かし、より深くいろんなことを学びた

いと思います。今回親善大使としてシェボイガン市に行くことができたのは、スピーチコンテストを指導してくだ

さった先生方、燕市や企業の方々、そして、家族のおかげです。 

たくさんのお力添えをいただき、ありがとうございました。 
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Memories full of kindness 

                                                     Ayuka Ohashi 

                         Niigata Prefectural Tsubame Secondary School 4th grade 

 

I was very nervous about going abroad for the first time. Before I went to the USA, I did my own 

research about what to bring to the airport and about cultural differences. I prepared myself so I 

could have a smooth trip. On the first day, my host family was very welcoming. They spoke slowly so 

I could understand them and they tried to understand my English. It was also a good experience for 

me to promote Tsubame City to the people who helped us. I had practiced many times, but I was 

nervous to present my manuscript in front of many people.  However, I am glad that I was able to 

present smoothly. After our presentations, we played Tsubamekko Karuta. Also, eating Japanese 

snacks and trying dishes I had never tried before broadened my horizons. 

The last day was very busy. I was writing letters and getting ready to go back to Japan. There 

was not a lot of time to say goodbye. However, I was told to come back any time and to check out 

Lakeland College in Sheboygan．It gave me a good opportunity to think about my future. 

The 9 days I spent as a goodwill ambassador were very fulfilling and I did not want to leave. It 

made me think about the importance of communicating and connecting with many people. 

I would like to study abroad in the future. At that time, I would like to use this experience to 

learn many things more deeply. I was able to go to Sheboygan City as a goodwill ambassador thanks 

to the teachers who guided me through the speech contest, the people and companies of Tsubame 

City, and my family. 

Thank you very much for all your help.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世話になった人全員で撮った写真 

 

市役所の前でシェボイガン市最後の日に撮った写真 
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広がった新しい視野 

新潟県立燕中等教育学校 4年 清水 縁 

 

私は今回、自分の英語力を伸ばすためと将来に向けて選択肢を広げるためにこの派遣事業に参加しま

した。帰国した時、悔いが残らないことを目標に、約1週間自分の出せる力を全て出し切りました。 

私は今回が初めての海外、ホームステイだったため到着するまではとても緊張していました。しかし、

現地の方々やホストファミリーが温かく迎え入れてくださり安心感を持つことができました。ホームス

テイでは、アメリカの日常生活を間近で体験することができました。ホストファミリーは、地元の文化

や習慣を丁寧に教えてくれ、一緒に食事をしたり、観光スポットに連れて行ってくれたりしました。日

本とは違う生活リズムに最初は戸惑いましたが、家族の一員として温かく接してくれたファミリーのお

かげで、すぐに馴染むことができました。 

また、アメリカの文化や価値観を肌で感じることができました。例えば、アメリカの方々は自己表現

をとても大切にており、意見を持つことの大切さを学ぶことができました。私は自分の意見をはっきり

述べることが苦手なので、初めはコミュニケーションをとることに苦戦しました。しかし、コミュニケ

ーションを取ろうという姿勢を見せると、相手から汲み取ってくれたり、簡単な英語やジェスチャーを

用いて説明してくれたりと、最終的にはなんとか自分の意見を伝えることができました。 

PR 活動の場では現地の人々が私たちの発表をとても熱心に聞いてくださりました。発表後には賞賛

の声を掛けてもらい、シェボイガンと燕市の架け橋になれたことが実感でき、とても嬉しかったです。 

私は今回の海外派遣を通して、国際的な視野を大きく広げることができました。文化や価値観の違い

に柔軟に対応し、自分の考え方も変えることができたと思います。また、異文化に対する理解も深まり

ました。 

私は今回の経験を活かし、今後も国際的な場での挑戦を続けていきたいです。ホームステイで学んだ

異文化理解や、PR 活動の場で得たコミュニケーションスキルを武器に、グローバルな環境で貢献でき

るような人間になりたいです。 

今回海外に行けたのは燕市の方々、先生方や家族のおかげです。この恩を返すことができるよう、今

後も精一杯頑張ります。本当にありがとうございました。 
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A new perspective that has expanded 

Yukari Shimizu  

Niigata Prefectural Tsubame Secondary School 4th Grade 

                  

I participated in this overseas program to improve my English skills and expand my options for 

the future. I did my very best during the program so that I would not have any regrets when I 

returned back home. 

I was very nervous when I first arrived because it was my first overseas homestay. However, the 

local people and host families warmly welcomed me and gave me a sense of security. 

During the homestay, I was able to experience American daily life up close. Our host families 

carefully taught me about the local culture and customs, ate with me, and took me to tourist 

attractions. At first, I was confused by the different rhythm of life from Japan, but thanks to the 

family who treated me warmly as a member of their family, I was able to get used to it quickly. 

I was also able to experience American culture and values firsthand. For example, I learned that 

Americans place a high value on self-expression, which helped me understand the importance of 

having and sharing one’s own opinions. At first, I struggled to communicate because I was not good 

at expressing my opinion clearly. However, when I showed that I was trying my best to communicate, 

the people I talked to used simple English and gestures to help me, and I was able to convey my 

opinion in the end. 

During the PR activity, the local people listened very enthusiastically to our presentation. After 

the presentation, I was praised, and I was very happy to feel like I was a bridge between Sheboygan 

and Tsubame City. Through this overseas dispatch program, I was able to greatly expand my 

international horizons. I think I was able to respond flexibly to differences in culture and values and 

change my way of thinking. I also deepened my understanding of different cultures. 

I would like to take advantage of this experience and continue to try new challenges in the 

international field in the future. I want to be a person who can contribute to a global environment 

using the cross-cultural understanding I learned during the homestay, and the communication skills 

I gained with the PR activity. 

I was able to go abroad this time thanks to the people in Tsubame City, my teachers, and my 

family. I will continue to do my best to return this favor. Thank you very much. 

 

 

 
ホストファミリー全員と撮った写真 

 

ホストマザーと最終日に撮った写真 
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私の旅 

                              新潟大学附属長岡中学校 ２年 田邊 龍太郎 

 

 私は、この夏、燕市の親善大使として、アメリカのシェボイガン市に、７日間滞在しました。ホーム

ステイを通して、アメリカについて、多くのことを学びました。私が学んだことは大きく三つあります。 

１つ目は、アメリカでは日本よりも物が大きいことに驚きました。例えば、食品など日用品を比べて

みると、どれも私が思っていた日本の物よりも大きかったです。また、景色もスケールが大きく、とて

も興奮しました。 

２つ目は、アメリカの人々がとてもフレンドリーで親切だということです。最初は緊張してうまく話

せなかったけど、ホストファミリーの人たちは、私が言うことを一生懸命に聞いて理解しようとしてく

れました。私はほっとして、どんどん積極的にコミュニケーションをしました。ホストファミリーは五

大湖の自然や、アメリカで人気のあるコーホーダービーという魚を釣る大会についても教えてくれまし

た。 

３つ目は、日本の文化や技術がアメリカでも通用することです。ホストファミリーの家には、ジブリ

映画や任天堂のゲーム機がありました。質問してみると「日本のアニメやゲームは面白い。」と言ってい

ました。シカゴでトイレを借りた時に、TOTOのトイレを見かけて驚きました。日本の技術が世界中で

使われていることを実感しました。 

この３つの経験を通して、私は日本の文化や技術がアメリカでもしっかり認められていることがわか

りました。しかし、そうした技術をもっと広めるためには、海外に進出する勇気と覚悟が必要だと思い

ました。これからは、もっと多くの国と文化に触れ、国際的に交流していきたいと思います。 
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My Journey  

Ryutaro Tanabe                 

Nagaoka Junior High School Attached to Niigata University 2nd Grade      

 

This summer, I stayed in Sheboygan, USA, for seven days as a goodwill ambassador from 

Tsubame City. During my homestay, I learned three things about America. 

One of the first things I learned is that many things in America are bigger than in Japan. For 

example, when I compared food and daily items, everything was larger than I had expected. The 

scenery was also much bigger, and it was really exciting for me. 

Another thing I learned is that people in America are very friendly and kind. At first, I was 

nervous and couldn’t speak very well, but my host family listened to me carefully and tried their best 

to understand what I was saying. I felt more relaxed and became more confident in talking with 

them. They also taught me about the nature of the Great Lakes and about the "Coho Derby," which 

is a popular fishing competition in America. 

Lastly, I realized that Japanese culture and technology are also recognized in America. In my 

host family’s house, they had Ghibli movies and a Nintendo game console. When I asked them about 

it, they said, “Japanese anime and games are interesting.” I was also surprised when I saw a TOTO 

toilet in Chicago. It made me realize that Japanese technology is used all over the world. 

Through these three experiences, I understood that Japanese culture and technology are well 

accepted in America. However, I believe it takes courage and determination to spread these 

technologies to other countries. In the future, I want to experience more countries and cultures, and 

I hope to have more international exchanges. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

公園でホストファミリーと 

 

シカゴのお菓子屋さんで飴を買った写真 
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勇気ある 1歩 

                               新潟県立燕中等教育学校 4年 本田 妃麗 

 

 私は、英語のレベルアップと異文化に触れてみたくて派遣事業に参加しました。だから、ネ

イティブ英語を使うことや、アメリカの生活スタイルに慣れることを目標にしました。 

アメリカ初日は、ホストファミリーとの交流でホストキッズが内気だったので、仲良くやっ

ていけるかとても不安に思いました。後悔しないために、2 日目は積極的に会話をし、ホスト

キッズと仲良くなれました。私のホストファミリーの家が遠い所にあり、移動時間が長かった

ため、ホストファミリーと話せる時間を多く確保できました。また、子供と会話をしてネイテ

ィブ英語を知ることができました。 

心に余裕が出てくると生活スタイルにも慣れていきました。親戚の家にたくさん連れていっ

てくれて、交流する機会を与えてくれました。信頼し合える温かいホストファミリーでした。

私は、英語に慣れるため、小さな事でも現地の方々と話すようにしていました。その結果、英

語で話しかける抵抗感がなくなりました。 

私の 1 番の思い出は、燕市のPR プレゼンテーションです。市の方々は、真剣に私たちの話

を聞いたり、カルタを楽しんだりしてくれました。リアクションが大きく、とても嬉しくなり

ました。派遣事業を通して、勇気を出して話すことと、分かるまで相手に聞くことが大事だと

わかりました。 

今回海外に行けたのも協力してくださった先生方や家族、燕市の方々のおかげです。たくさ

んのご支援、ご協力に感謝します。 

これらの経験を活かして、今後英語でも社会でも強い勇気を持って様々なことに挑戦してい

きたいです。ありがとうございました。 
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A Courageous Step  

Hiyori Honda                 

Niigata Prefectural Tsubame Secondary School 4th Grade 

 

I joined the exchange program because I want to improve my English skills and contact with 

different cultures. My goal was to use native English and get used to the American lifestyle. 

My first day in the U.S., the host children seemed to be shy, and I was very worried about if we 

would be able to get along well with them. To avoid regrets, I actively engaged in conversation on the 

second day and got to know my host siblings well. I had a lot of time to talk because my host family 

lived far away and we had to travel long distances. I was also able to converse with the children and 

get to know their native English. 

As my mind relaxed, I became accustomed to the lifestyle. They took me to a relative's house and 

gave me many chances to interact. They were a warm and trusting host family. I tried to talk to the 

locals about anything and everything in order to get used to English. As a result, I no longer have 

resistance to speaking English. 

My best memory is our presentation. The city people took us seriously and enjoyed playing 

karuta with us. Their reactions were enthusiastic, and I was very happy.  

Through this exchange project, I learned that it’s important to talk even when I’m not confident, 

and to ask questions until I understand what’s being said. 

I was able to go abroad thanks to my teachers, my family, and the people of Tsubame City. I 

appreciate all of their support and cooperation. 

Using these experiences, going forward I’d like to take on new challenges with strong courage - 

both in English and in society. Thank you very much. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ウォーターパークで仲良くなった写真 

 
ホストファミリーとの写真 
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「目標と成果」 

行き先 アメリカ(シェボイガン市、シカゴ市) 氏名 大橋 歩夏 

 

１ 海外派遣事業の親善大使として、目標を決めましょう。 

目標①  
燕市の良いところをしっかり調べて、現地の人にわかりやすくPRすること。 

目標② 
ネイティブと物怖じせずに、英語で自分の言いたいことを話す！実際に使われている

言葉をマスターすること。 

 

２ 目標は達成できましたか？  

目標①について  
 動画や、簡単なクイズを用いて、燕市のことをしっかりと伝えることができました。
ホストファミリーや、海外派遣に協力してくれた人に楽しんでもらえて良かったです。 

目標②について  
 日本人の間では、日本語で話してしまうことが多かったが、ネイティブには、諦めず
に自分の言いたいことを伝えることができました。現地の人々が “absolutely”とよく使
っていることを学びました。 

 

３ 最も思い出に残ったことを書いてください。 

ホストファミリーと一緒にご飯を食べに行き、そこで政治の話をしたことです。政治
の話は難しい単語が多く、うまく話ませんでしたが、自分なりに言葉を繋ぎ合わせて思
っていることを伝えることができました。他にも、私の将来の話など、今まで聞いたこ
とがなかったような貴重な話を聞くことができたので、とても勉強になりました。自分
の英語力の低さに驚くとともに、英語ですらすらと喋ってみたいと思いました。 

 

４ これから頑張りたいことや挑戦してみたいことを書いてください。 

 何よりもまず、自分の英語のスキルを上げることです。現地に行って、思うように話
せなかったり、ほとんど聞き取れなかったりなど、反省すべき点が多かったと感じまし
た。これからは、リスニング力はもちろん、今まであまり重要視してこなかったスピー
キング力も上達するように頑張りたいです。                   

 

５ 海外派遣を希望する人へのアドバイスを書いてください。 

 初めての海外派遣で心配や緊張が大きいかもしれませんが、準備を入念に行い、自分
を信じればなんとかなることの方が多いです。予定変更や、自分の仕事の説明をされて
いる時は、たとえ日本語で話されていても、しっかり聞いて理解した方がいいと感じま
した。             
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「目標と成果」 

行き先 アメリカ(シェボイガン市、シカゴ市) 氏名 清水 縁 

 
１ 海外派遣事業の親善大使として、目標を決めましょう。 

目標① 燕市の魅力を自信を持って伝える  
 そのために、まずは自分の地域について再度調べ知識を深める。そしてシェボイガン
のことにも興味、関心を持つ。渡航までに自分の英語スキルを磨き、自信を持って伝え
たい。 
目標② 自分自身の英語スキルUPと将来の選択肢を広げる  
 今の私には英語力が全く足りていないのでこの派遣事業を通してたくさんスキルを
アップしたい。そして世界規模に視野を広げたい。                       

 
２ 目標は達成できましたか？  

目標①について  
 達成することができました。シェボイガン市民の前で堂々と発表できたと思います。
また、ホストファミリーの家でプレゼンテーションとは別に燕市のことを紹介したり、
シェボイガン市のことを紹介してもらったりする機会があったので、事前に調べること
の大切さを実感しました。                          
目標②について 
 達成することができました。日常会話では所々聞き取れない、自分の思いを伝えるこ
とができないという事が多々ありました。しかし、他の表現を用いたりジェスチャーを
活用したりと、自分なりに工夫してたくさんコミュニケーションを取ることができまし
た。また、現地に行くことでしか知ることのできないネイティブな表現も学ぶことがで
きました。                                     

 
３ 最も思い出に残ったことを書いてください。 

 思っていたよりも日本の製品がアメリカでも使われているということに気付いたの
で、日本とアメリカの類似点、相違点を見つけることが楽しかったです。日本車がたく
さん走っていました。また、私は日本人とアメリカ人の性格の違いに驚きました。アメ
リカでは誰に対しても気軽に話しかけたり、挨拶をしたりしていたので、日本でもこの
ような素敵な習慣を広められたらいいなと思いました。 

 
４ これから頑張りたいことや挑戦してみたいことを書いてください。 

 今回の派遣事業で関わった方とお会いするためにもう一度シェボイガン市に行きた
いと思いました。そのために、今まで以上に英語の学習に力を入れて成長した姿を見せ
たいと思います。機会があれば短期留学にもチャレンジしてみたいです。ホームステイ
の受け入れ先にもなってみたいです。                         

 
５ 海外派遣を希望する人へのアドバイスを書いてください。 

「どちらでも良い」という考え方が海外では通用しないので、決断力をつけることが
大切だと思います。また、翻訳機に頼らないことで、より英語力が向上すると思いまし
た。 
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「目標と成果」 

行き先 アメリカ(シェボイガン市、シカゴ市) 氏名 田邊 龍太郎 

 

１ 海外派遣事業の親善大使として、目標を決めましょう。 

目標①  
一つ目の目標は姉妹都市であるウィスコンシン州との絆を深めるためです。新型コロナウ

イルスの影響で交流が減少しましたが、ウィスコンシン州に行き燕市のすばらしさや燕市に
行きたくなるようなプレゼンテーションをして燕市をPRしたいと思います。 

目標②   
二つ目の目標は、英語のスキルを磨くことです。私は、英語が好きですが、まだ人と直接

話す事が難しいので、現地で発音や声の大きさ等を学んで自分の成長にしたいです。 

 

２ 目標は達成できましたか？  

目標①について 
私は、つたない英語でしたが、シェボイガン市の人々やホストファミリーと交流すること

でとても仲良くなりました。そして、少しミスがありましたが、シェボイガン市の人々にPR

プレゼンテーションで燕市の良さを紹介することができました。 

目標②について 
最初アメリカの人々の英語を聞いて僕は驚きました。なぜなら、彼らの英語は速く、テン

ポよく話していくからです。最初は聞き取るのに苦労しましたが、途中からだんだんと慣れ
ていき理解することができるようになりました。もう少し発音の区別をつける必要があると
分かりました。このことを意識してこれからも英語を学んでいきたいです。 

 

３ 最も思い出に残ったことを書いてください。 

 日本との生活の違いです。アメリカでは何でも大きくて道路や食べ物や家が日本の二倍く
らいの大きさで驚きました。車で道路を走っているとたくさんのトラックが走っていて、物
流が激しいのだと実感しました。日本でもおなじみのAmazonなども走っていました。 

 私はアメリカのレストランでの食事の際、食べ物の量が少し多くて食べきれませんでした。
私は食べ物を残すことに抵抗があったのですが、同伴していたガイドのアメリカ人たちのお
皿の中を見てみると三分の一くらい残していてお皿を下げていました。それで、聞いてみる
と、食事を残すこともあることが分かりました。 

 

４ これから頑張りたいことや挑戦してみたいことを書いてください。 

 僕は、また自分の力で海外に行き、異文化に触れたり、よりネイティブのような英語で外
国人とコミュニケーションをしていきたいです。今度は日本を詳しく紹介したいです。 

 

５ 海外派遣を希望する人へのアドバイスを書いてください。 

 海外に行って自分の英語が伝わるか不安に思っている人もいると思いますが、アメリカの
人たちは私達の英語を聞いてくれるので安心してください。自分の行ってみたいところやし
たいことをホストファミリーに伝えればちゃんと答えてくれます。 

ホームステイ先で服を洗わせてくれるので、服の数は少なくてもいいです。 

アメリカは “YES or NO” なのでよく考えて答えたほうが良いです。曖昧にするとあちら
も対応に困ってしまうので、特にご飯の時は慎重に答えたほうがいいです。 

最後に、現地にしかないものは何でもトライしたほうがいいです。 
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「目標と成果」 

行き先 アメリカ(シェボイガン市、シカゴ市) 氏名 本田 妃麗 

 

１ 海外派遣事業の親善大使として、目標を決めましょう。 

目標①   
 自分の英語力を向上させ、コミュニケーション能力を身につけることで、ネイティブ
のように自然な英語を使いながら異文化を理解できるようになること。                      

目標②   
 現地の人々が思っている日本の印象をさらに良くできるように、燕市や日本のあまり
知られていない魅力を発信すること。                     

 

２ 目標は達成できましたか？  

目標①について 
 毎日、ホストファミリーや現地の方が話している英語をよく聞き、カジュアルな英語
の言い回しを知り、実際に使うことでリスニング力が上がったことを実感しました。                               

目標②について  
 特に、ホストキッズが日本の扇子とグミをとても気に入ってくれました。車での移動
中もグミをずっと食べていました。日本のものの良さを知ってもらえたと感じました。              

 

３ 最も思い出に残ったことを書いてください。 

 ２日目のウォーターパークでホストキッズとの距離が一気に縮んだことです。初日
は、警戒されていて仲良くできるか不安でしたが、ウォーターパークで一緒に遊んだこ
とで、私の名前を呼んでくれたり、遊びに誘ってくれたりしてくれるようになり、とて
も嬉しかったことを覚えています。 

 

４ これから頑張りたいことや挑戦してみたいことを書いてください。 

 実際に行ってみて、聞き取りがまだまだだと感じたので、たくさんの単語や熟語を勉
強し、インターネットを使って英語のニュースを聞いて、英語に慣れるように頑張りた
いです。                                  

 

５ 海外派遣を希望する人へのアドバイスを書いてください。 

 初めから完璧に聞き取ろうとしなくても大丈夫です。特に初日は、英語に耳を慣らす
ことが大切です。質問されたときには、リアクションで流さず、ゆっくりでも良いので
しっかりと答えることが重要です。行く前に準備すべきことは、相槌の仕方、学ぶ意欲、
そして人に話しかける勇気です！  
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親善大使アンケート 

派遣先 学年 性別 

アメリカ合衆国 ウィスコンシン州 

シェボイガン市 

中学２年生 １人 

高校１年生 ３人 

男  １人 

女 ３人 

 

Ｑ１ 海外派遣はどうでしたか？                                      

①とてもよかった ４人  ②よかった ０人  ③ふつう ０人  ④よくなかった ０人 

 

●その理由は？（具体的に）   

・ 姉妹都市への派遣事業でしか経験することができないこと(学校訪問、市議会の見学、プレゼン

テーション、ホームステイなど)ができたから。 

・ 日本から海外に出て異文化に触れて、現地の生活を直接体験することができたからです。 

・ めったに行くことのできない場所にたくさん行くことができた。 

・ 姉妹都市の方たちと交流することができたから。 

・ アメリカの有名な観光スポットに行ったり、英語力を伸ばすことができたから。 

 

Ｑ２ 日程はどうでしたか？                                        

①きつかった ０人  ②ややきつかった １人  ③やや楽だった ２人  ④楽だった １人 

 

●体調や精神面で特につらいと感じたときはありましたか？あれば具体的に書いてください。( 飛行

機、英語、食事、日程など ) 

・ 飛行機であまり寝られなかったこと。 

・ 飛行機の揺れや、搭乗時間がとても長く、大変でした。 

 

Ｑ３ 期間はどうでしたか？                                         

① 長かった ０人  ②やや長かった ０人  ③ちょうどいい １人  ④やや短かった ２人 

⑤ 短かった １人 

 

Ｑ４ 海外派遣の中で、良かった場所や活動は何ですか？ 「特に良かった」ことを◎に１つ、「良

かった」ことを○に４つ以内で記入してください。また、「良くなかった」ことがあれば、△に

３つ以内で記入してください。 

 ◎「特に良かったこと」 

・ 市議会の見学 

・ 植樹式のときにたくさんの人と会話ができたこと 

・ ウォーターパーク。ホストキッズと仲良くなるきっかけになったから。 

 

 ○「良かったこと」 

・ 学校訪問 

・ 植樹式と歓迎会でのプレゼンテーション 

・ デイキャンプ 

・ 消防署の内装が日本ととても違うことに驚きました。  

・ シカゴの世界最大のスターバックスで日本とは違うユニークな経験ができたこと。  

・ ホストファミリーと一緒に五大湖に沿ってサイクリングしたこと。 
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・ シカゴ観光 

・ アメリカのパレードを見れたこと 

 △ 「良くなかったこと」 

・ キャンプ場のトイレ 

・ 学校見学は１校で十分だと感じた。 

 

Ｑ５ ホームステイの期間はどうでしたか？              

 ①やや長かった ０人 ②ちょうどいい １人  

 ③やや短かった ２人 ④短かった   １人 

 

Ｑ６ ホームステイで良かったことを書いてください。また、困ったことがあれば、具体的に書い

てください。また、困ったことを解決するために自分がしたり、事前に準備したりしておくべ

きことを具体的に書いてください。 

① 良かったことは？ 

・ 周りに日本語話者がゼロの中でコミュニケーションをとることが出来たこと 

・ ホストファミリーと沢山の場所へ行くことが出来たこと 

・ ホストファミリー宅でアメリカの生活を身をもって体験できたこと 

・ ホストファミリーと一緒に五大湖に沿ってサイクリングしたこと 

・ ホストファミリーの親戚とたくさん触れ合えたこと。 

・ 自分の言える範囲で英語を話したり、アメリカの文化に触れたりしたこと 

 

② 困ったことは？ 

・ 会話が少し噛み合わなかったりしたこと 

・ ドライヤー、Wi-Fi、洗濯、お風呂については先にホストファミリーに確認すること 

・ その日のスケジュールが頭に入っていなかった。しおりを読んだり、誰かに確認したりする。 

 

Ｑ７ 海外派遣で、とまどったことや不安に思ったこと、疑問に感じたことなどがあれば、具体的

に書いてください。 

・ いたるところにアメリカ国旗があったのが不思議でした。 

・ ホストファミリーが当日に発表されたのでとても戸惑いました。 

・ 16歳から車を運転できると言う事実に困惑した。 

 

Ｑ８ 来年へのアドバイス。                                         

 ・ 翻訳機や辞書を使わず、自分の力で会話をしてみること 

・ YesかNoかはっきり決断する力をつけること 

・ 会話のネタをお土産として持っていくこと 

・ チャレンジし続ければどんどん視野が広がっていくので諦めずにハングリーにチャレンジし続け

たほうがいいと思います。 

・ 最後まで諦めずに、全力で取り組む。 

・ ちゃんと準備していけば、なんとかなるので安心して頑張ってください 

  

 

 

 

 

 

 

シカゴ：スターバックス 
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引率者報告 
燕市立燕北中学校 

教諭 宮島 洋一 

 

実に１３年ぶりの海外派遣事業の再開。４人の大使の生徒と実質７日間のシェボイガン市との交流活動を行ってま

いりました。 

出発式で、私は次のような話をしました。２０２４年。インターネットなどの情報網で多くのことを知り、学ぶこ

とができる時代にあって、現地で自分が関わる「直接的な体験」が大きなインパクトになるだろう。それは確かな体験

や学びとなり生徒の人生に大きな影響を与える。その重要な場に立ち合い、しっかり支援してきたい。 

今回のプロジェクトで生徒に最も深い印象を残したのが６泊のホームステイです。実際のアメリカの家庭で衣食住

を共にする。滞在した家の子供たちとふれあい、家庭の温かさを体験したり日本の家庭生活との大きな違いに戸惑った

り…４人のアメリカの家庭生活の様子は間接的にしか分かりませんでしたが、研修の合間のホストファミリーの話題か

ら、生徒たちが生活の違いについて驚いたり、感心している様子を目に見えるように感じ取ることができました。これ

らの体験は帰国してからも、生活のあらゆる場面で反芻され、その直接的な体験から二つの文化の違いについて度々認

識を深めていけるのではないかと思います。 

次に印象に残ったのは、生徒の英語力です。生活の必要から、家庭でしっかりと英語を聞き取らなくてはならない

環境がありました。それは生徒の日常レベルでの英語理解を飛躍的に高め、また実際に使う力も大きく向上しました。

また、シェボイガン市の公共施設や学校などの訪問では、中高生にはやや難しいと思われる説明についても、だいたい

理解することができており、私の日本語訳も確認程度に聞くことができるほどに彼らの聞き取りの力は伸びていまし

た。とくに中学校訪問では、時間割、教科、ランチ、学習環境、生徒の人種構成、などについて自分から英語で質問

し、答えも理解し、日本の学校との違いに驚いていた様子がとっても印象深かったです。 

さらに今回の訪問で特筆すべきことは、４人の生徒が公の場でしっかりと英語のスピーチができたことです。５日

目にはMICの人たちや来てくれたホームステイ家族、その友人たちの前で燕市の紹介やレクを行いました。参集した

アメリカ人は燕市について知ろうという気持ちで真剣にプレゼンに耳を傾けていましたし、準備したレクも異文化の人

たちに喜んでもらえました。また６日目はシェボイガン市の議会。市のこれからの開発計画を審議する重要な場で、姉

妹都市の親善大使として多数の市議、関係する提案者、市民の前でしっかりと英語で主張を伝えることができました。

これらの活動は今後彼らが英語を使って、何かを伝えよう、お互いが理解できる場をオーガナイズする際に大きな経験

のアセットとなり自信を持つことができたのではないかと思います。 

私個人としましては、図書館、学校、消防署、市役所などの公的施設の訪

問では、施設運営にあたっての意思決定や予算の獲得にあたり、数しれない

議論を重ねるアメリカ的な運営に驚かされました。市民が使う図書館にどん

な本を入れるのかといった決定も、２大政党の意向、図書館職員の考え、市

民の意見など十分に討論し妥協点を探り、意味のある議論をもとに民主的に

決めていくという、ある意味当然のことを実直に行いコンセントの積み重ね

で、すべてを決めていくプロセスに日本との大きな違いを感じました。 

親善大使の皆さんには、この経験を生かし多くのことに挑戦し、燕市の未来を担うリーダーとして活躍してくれる

ことを期待しています。このたびは、本研修の参加の機会を頂き、本当にありがとうございました。 
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引率者報告 

燕市教育委員会学校教育課  

指導主事 吉澤 優    

 

5年ぶりにJack ＆ Bettyプロジェクト親善大使海外派遣事業を無事に終えることができました。 

英語スピーチコンテストに挑戦して親善大使に選ばれた４名の生徒が、海外で燕市を熱心にＰＲした

り、ホームステイに挑戦したり、大変貴重な経験をすることができました。 

訪問先は、姉妹都市であるシェボイガン市です。姉妹都市交流としては13年ぶりの派遣ということ

もあり、何度も現地担当者とミーティングを重ね、実現に至ることができました。 

今回、シェボイガン市への訪問を引率者として同行させていただきましたが、私自身にとっても忘れ

られない経験となりました。生徒たちが異文化に触れ、ホストファミリーとの交流を通して成長してい

く姿を見守ることができ、本当に感動しました。「日本に帰りたくない」と話す生徒もいて、とても充実

した滞在をすることができたのだと思いました。 

特に印象的だったのは、最初は緊張していた生徒たちが、次第に自分の言葉でコミュニケーションを

取ろうとする姿勢を見せてくれたことです。ホストファミリーとの時間が進むにつれて、彼らの英語力

や自信が日に日に増していくのを目の当たりにし、彼らの努力と成長を心

から誇りに思いました。燕市ＰＲのプレゼンテーションでは、練習した成

果を発揮して堂々と発表することができ、市長や市長国際委員会の方々か

ら好評をいただきました。この経験を通じて、異文化理解の大切さやコミ

ュニケーションの重要性を深く学び取ったことで、これからも多様な視点

を持ち、積極的に学び続けることでしょう。 

私自身もシェボイガン市の皆様から温かい歓迎を受け、改めてこの姉妹

都市交流の素晴らしさを実感しました。市役所や地元の学校訪問、Peace 

Parkでの植樹式など、多くの活動に参加する中で、シェボイガン市の皆

様が大切にしている価値観や文化に触れることができた

ことは、私にとっても貴重な学びとなりました。 

今回の訪問が生徒たちにとって大きな成長の一歩とな

り、将来に向けての自信と国際的な視野を広げるきっか

けになることを願っています。そして、シェボイガン市の

皆様、市長国際委員会の皆様、ホストファミリーの皆様、

そしてこのプログラムを支えてくださった全ての方々に

心から感謝申し上げます。 
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引率者報告 

燕市企画財政部地域振興課 

副参事 小林 麻砂子  

 

姉妹都市シェボイガン市への 13 年ぶりの親善大使派遣に同行させていただきました。個人的には、

18 年ぶりの第２のふるさとシェボイガン市への訪問はとても懐かしく、そして、新しい出会いや発見

が多くありました。 

親善大使のほとんどが初めての海外旅行でした。心配や戸惑いもあっ

たと思いますが、大きなトラブルもなく約 12 時間のフライトを経て、

アメリカ三大都市のシカゴに到着しました。ドキドキした入国審査も全

員無事通過することができ、シェボイガン市が手配してくれた大型タク

シーでホストファミリーが待つ、シェボイガン市へ向かいました。 

実は、ホストファミリーが知らされないままの出発となり、シェボイ

ガン市へ行く道中でホストファミリー情報がメールで送られてきまし

た。親善大使は初めて知るホストファミリーに期待と少しの不安を感じ

ながらシェボイガン市へ向かいました。ホストファミリーとの対面式会

場では、市長国際委員会の日本人メンバーが迎えに出てくれました。聞こえてくる日本語にホッとした

表情の親善大使でした。２日目からは私たちのために考えてくれた日程の学校見学や施設見学、サマー・

デイキャンプにも参加することができました。アクティビティ等を通して、楽しくアメリカ文化を体験

しながら学んできました。その中でも、姉妹都市交流28周年を記念して平和公園で行われた植樹式は

大きなイベントでした。シェボイガン市が燕市との姉妹都市交流を大切にされていることを感じること

ができました。 

日々のホストファミリーの皆さんの力強いサポートのおかげもあ

り、大きなけがや病気もなく、沢山のかけがえのない思い出ができ

ました。親善大使の皆さんは、実際に行って、会ってみて、思ったこ

と、感じたことがそれぞれあると思います。また、今回の訪問を通

して繋がった仲間との関係を大切にしていってほしいと思います。

これからも燕市と世界をつなぐ架け橋となって羽ばたいてくれるよ

う、期待しています。 

最後に、親善大使を温かくサポートしてくださった関係者の皆様

に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。 

 

 

 

ホストファミリーとシェボイ

ガンのヨットハーバーで 

 
シェボイガンのシンボル、アメリ

カ最大級のアメリカ国旗？ 
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